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聖霊の青葉

rそのあなたが御心に卓めてくださるとは

人間は何ものなのでしょうJ

聖霊（詩編第8編5鱒）

牧師　河合裕志

ここで「あなた」とは「主・神」のこと。

このすぐ前、4節にこうある。「あなたの

天を、あなたの指の業をわたしは仰ぎま

す。月も、星も、あなたが配置なさったも

の」。ここには創造者なる神のことが歌わ

れている。神がその指で月も星も配置な

さった、と。

配置、これは普段私達も心がけている

ところ。この椅子、机、鏡はどこに置いた

ら、部屋が広く使えるか、機能的になるか、

美しくなるか。あるいは適材適所といっ

たことで人の配置を考える。

今、神はられを考えて月、星を配置する

と。これはしかし壮大な配置。地球は太陽

系に属し太陽より3つ目の軌道を回って

いる。この位置が生物、人間が住むには丁

度いいみたい。極端に暑くもなく寒くも

なく。この太陽系が銀河系にはいくつも

あり、そして銀河系はこの広い宇宙に沢

山あるという。まるで目もくらむばかり。

哲学者のカントはこの星の輝く空に感嘆

している。私達もそんな思いにさそわれ

る時がある。

この大きな宇宙を造った神が人間を御

心に留めてくださるとは、といって詩人

は感嘆の声を上げている。誠にちっぽけ

な、ちっぽけな人間存在、無きに等しいよ

うなもの。しかし神は全被造物の中でも

特別に目をかけておられる、心にかけて

いる、これが人間。どの程度に神は人を心

に留めているれ次の節にこうある。
「神にわずかに劣るものとして人を遣

り、なお栄光と威光を冠としていただか

せ、御手によって造られたものをすべて

治めるようにその足もとに置かれまし

た」。神にわずかに劣る、とはよく言った

もの。人間ってそんなに偉い存在なの？

神の持つべき栄光と威光（栄誉）を冠とし

て与えていると、そんなに人間は優秀な

の？　これは人間をほめ過ぎているんじ

ゃない？　全くそうとしか思えない。そ

こには神の期待というものがあるんだろ

う。

人間よ、しっかりと地球を治めるよう

に。羊や牛、空の鳥、海の魚…生物をよ

く管理・保護するように。美しい自然を美

しいままに保全するように。こうした責

務が人間には委ねられているということ。

人間には本来こうした高い能力が与えら

れているということなんだろう。神は人

間、私達一人一人を御心に留めている。そ

の意志に沿って歩む者となるように期待

を寄せている。どうすれば御心を喜ばす

ことになるのかを考えながら生きること

が出来れば幸い。

集会案内 

日曜礼拝：午申10時15分、夕拝：午後6時 

子どもの教会：日曜日午前9時 

中帯青年会：日曜日礼拝後 

聖垂を学び祈る会：水曜日午前10時 

牧師面談：水曜日午後1時～7時 


